
学び方に困難がある生徒の学習支援
～高等部から大学での学びを通して～

魔法の言葉 沖縄セミナー
澤岻 圭祐



対象生徒の実態
• 特別支援学校卒業生大学２年生
• 障害
脳性まひ（アテトーゼ型）

• 支援員を利用しながら、普通小
、中学校に通学していた。

• 小・中時代はICT機器を活用しな
がら学習した経験はほとんどな
い。

• ボッチャの日本代表候補



普通校受検について
・代筆及び時間延長措置（1.3倍）

・白紙に書いた文字を代筆者が解答用紙に代筆

・時間が足りず全ての問題を解くことはできな
かった。

・「自分の実力を発揮できなかった」という悔
しい気持ちを今でも持っている。



Ａさんの夢・希望
できることを増やしたい

！

手伝ってほしいことを伝
えられるようになりたい

！福祉関係の道に進みたい！

（地域の友人と一緒に）
大学に進学したい！



Ａさんの理想像

知識を活用したりや持てる力を発揮
したりしながら活動（学習・働く等
）できる。

一人では困難なことや支援してほし
いことを周囲の人に依頼しながら調
整していくことができる。

支援機器を上手に活用しながら、自
分自身を高めていくことができる。

地域社会や集団の中で



Ａさんの葛藤
自分で「できる」！！

人よりもっと頑張ればいい！
（人より努力が足りない）

これまでの学習方法（紙と鉛筆）を
変えるのが怖い…



高等部での取り組み
学習環境の整備・「学びのスタイル」の確立

成功体験を増やし、達成感を得る！

自己理解や自己肯定感を高める

必要な配慮や支援を理解し、調整できる！

ICTの活用



「学びのスタイル」の確立

書字に時間がかかる

ページめくりが難しい 教科書をiPadに取り込む
！

書字の代替をPCに！



「学びのスタイル」の確立

・他教科の授業にも入り、支援方法や学習方法について情
報交換

・生徒の情報共有を行いながら、一貫した支援に



活用前
• STが常に支援
• Ａさんの記録速度に合わ
せた内容
（ゆっくりとした進度）
• 練習問題等の理解度を測
るための確認が難しい。

• 進めることが中心になり
、内容を深めることが難
しかった。

授業での変化（職員から）
活用後
• STが最初のセッティン
グを行うのみですむため
他の生徒の指導に回るこ
とができるようになった

• 進度が早くなった。
• 練習問題や授業の中での
発問、調べ学習等を組み
合わせながら学習内容を
深めることができるよう
になった。



模擬試験での活用

英語（時間1.3倍）
Excelで入力し、回答。

数学（時間2.2倍）
計算過程等はWordを使用（数式エディタ）。
回答は職員による代筆。

国語（時間1.4倍）
Wordで回答（Limeを活用）。

紙の問題用紙と解答用紙 問題用紙をiPad
解答用紙はPC入力



模擬試験での活用
14点UP! 3点UP! 10点UP!



能力が発揮できる環境の整備
昨年度までの取り組み
・アセスメント（WISCーⅢ、URAWSS等）結果
・普段の学習法
・模擬試験の結果 など

大学側へ申請、調整



合格！



大学への移行
大学生活での課題
・職員の障害への専門性
・支援体制、学習環境の構築
・講義時間、講義の進度

大学の講義を体験！



代筆サポートの利用

代筆サポーター
（学生ボランティア）

代筆サポートでのノート



本人の感想から
• 大学生活についてイメージができた。
• 講義のスピードが速いので、メモなどは難しい。
• 紙ベースの資料ではアクセスに限界がある。
• 障害を持った先輩の存在は心強い。
• 代筆サポートはとても助かるので、お願いしたい。
• レポートや課題は現在のようにPCで行いたい。

授業体験を終えて



「社会」での自立を見据えて
・今後の社会の流れ
・「合理的配慮」についての理解 など

昨年度の取り組みを経て



「ワンド・宿題」の自省

• 自分自身で環境を整える「力」は育めたのか

• 「特定の人」への依存を強めたという側面はな
かったか・・・

• 機器の活用について本当に評価できていたのか
・・・

• 入試の突破は、他の要因もあるのでは？



大学での学び

• テスト or レポートで単位認定

• 代筆試験（口述試験：別室）

• レポートはパソコンで作成

• 中学から取り組んでいたボッチャでは全国大会
、世界大会出場



大学での学び

講義
サポーターがいる

サポーターが不在

レポートや課題

ちょっと使いたい
（横になりながら等）



大学での学び

• 代筆サポーターに書いてもら
ったノートを簡単にPDF、デ
ジタル化。（SHOT NOTE）

• 振り返るのに便利との感想



大学生活について

Q：大学生活は
？
まぁまぁです。

友達といるとき
は、いちおう楽
しいかな～



現任校生徒との交流

大学について教えて
ください！

高等部でどんなこと
を学んだんですか？



彼女から語られたこと
Q：高等部の間に身につけたほうがいいことは？

Ａ：自分から人に話しかけることはできるように
なっていたほうがいい。近くにヘルパーがい
ない時に他の人にお願いしないといけない。

上手に支援を求めていくこと
ができるようになっている！



支援方法が限定的

入試合格・大学入学はゴールではない
持てる力を発揮し、社会で輝くことが重要！

高等部入学時 現在

柔軟に支援や機器
を選択

取り組みの意義
・「できる」自分への自信
（模擬試験や大学合格など）
・無理なく（楽に）できる
・特別支援学校の環境

など

授業体験の有効性
・支援を体験できたことで、
より具体的にイメージを持
てた。

・作戦を立て、移行していく
ことができた。

など



彼女の事例から
彼女の何をICTは支えたのか？

大学で、自分自身で書くという学習手段の限界を感
じた。ただ、それを受け入れた時にiPadやiPhone
、PCがあることで、自分でも大学で効率的に学ぶ
ことができると思った。（彼女への聞き取り）

自分にも学ぶ方法があるということ。それが学習環境
や必要な支援について考える原動力になっている



彼女の事例から

• 高等部時代の成功体験などを通して、ICTを活用
し「（楽に）できる」ことができ、自信をつけ
たことで、必要な支援や環境について考えるこ
とができるようになっている。

• 教科の特性や自分自身の特性にあった学び方に
ついて、機器による支援だけでなく、一歩踏み
込んだ取り組みが必要なのではないか。



ご清聴ありがとうございました！
！


